
表紙／矢先稲荷神社
寛永19（1642）年、三代将軍徳川家光公が京都の「三十三間堂」を模した「浅草三十三間堂」を建立した際に、その鎮守として創建された。

拝殿の格天井には、神武天皇の御世から今日にいたる「日本馬乗史」を描いた100枚の絵が奉納されている。
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題字 白石雪妃（書家）

新年のご挨拶　　株式会社 きらぼしコンサルティング 代表取締役社長 中野良明

 経営を物語る　
4  お客さまのために。
 流通から装飾まで、一気通貫で最高のお花を届けます。

株式会社ユー花園 代表取締役社長ＣＥＯ 山田大平氏

 きらぼし経済レポート
9 10月の都内経済状況 きらぼし銀行 連携推進部

 きらぼし講演会・セミナー 
きらぼしトップスクール
宿泊研修「北陸企業視察」
中堅リーダーのための指導と管理スキル研修
エキスパート・リンク株式会社 村橋りえ氏

TOKYO NOW

12 最新技術教室スマート農業（アグリテック）① 堀 明人
14 一眼、両腕欠損の経営者会社永続の教え 第3回 髙江智和理

経営実務＋教育
 産学公連携～中小企業の未来を拓く大学・研究機関の力～
17  神奈川県立産業技術総合研究所

KISTECの設備で、高精度な測定・データ活用が可能です
 海外ビジネスレポート
18 ～海外投資環境編～
 インド市場の魅力と可能性（前編） 江嶋直人

税金・法律　Q&A
20 カスハラ対策が義務に 香川希理

きらぼし健康手帖 
50代から注意！  免疫の乱れと帯状疱疹 嵩 幸恵
経営者、歴史に学ぶ 
主家の滅亡を予言した名宰相 太田道灌 加来耕三

27 趣味研鑽 銭湯巡り① 町田 忍

28 東京圏のミュージアム 横浜美術館
31 きらぼしシネマサロン 前田有一
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新
年
の
ご
挨
拶

会
員
各
位

代
表
取
締
役
社
長

中
野
良
明

き
ら
ぼ
し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社

つ
の
大
き
な
潮
流
を
改
め
て
印
象
付

け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
訪

日
外
国
人
６
０
０
０
万
人
、
消
費
額

15
兆
円
を
目
指
し
て
お
り
、
観
光
と

い
う
成
長
市
場
で
、
さ
ら
に
ど
の
様

に
マ
ネ
タ
イ
ズ
し
て
い
く
の
か
が
課

題
で
す
。

　

日
本
の
文
化
、
国
民
性
に
基
づ
い

た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
精
神
と
実
践

こ
そ
が
、
そ
の
大
き
な
カ
ギ
と
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
少
子
高
齢
化
や
労

働
人
口
の
不
足
に
よ
っ
て
、
お
も
て

な
し
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
は
逆
効

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昨
年
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
倒
産
が
増

加
、
や
は
り
人
手
不
足
が
そ
の
一
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
を
確
保

し
、
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
の
対

策
は
、
益
々
重
要
性
を
増
し
て
き
て

お
り
、
新
規
人
材
の
採
用
、
福
利
厚

生
の
充
実
や
人
事
制
度
の
見
直
し
は

勿
論
の
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
戦

略
の
実
践
と
効
率
化
に
も
取
組
む
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
の
一
方
で
、

出
国
す
る
日
本
人
の
数
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
２
０
０
０
万
人
に
遠
く
及
ば
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
極
め
て
対

照
的
で
す
。

　

国
内
経
済
が
大
き
く
伸
長
す
る
状

況
に
は
な
い
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に

事
業
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
？

　

そ
の
答
え
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
新
規
事
業
、
特
に
海

外
市
場
へ
の
進
出
の
試
み
、
挑
戦
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
社
と
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
や
協
業

に
よ
る
新
規
事
業
検
討
に
よ
り
、
リ

ス
ク
分
散
を
図
り
つ
つ
許
容
で
き
る
リ

ス
ク
を
と
り
な
が
ら
、
事
業
成
長
を

考
え
て
い
く
の
も
、一
つ
の
方
策
で
す
。

　

丙
午
の
年
に
相
応
し
い
よ
う
、
き

ら
ぼ
し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
皆
様

の
事
業
成
長
の
実
現
に
向
け
て
、
社

員
一
同
、
情
熱
と
ス
ピ
ー
ド
と
行
動
力

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
広
く
弊
社
に
ご
相
談
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
も
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
「
丙
午
」
は
、「
情

熱
と
ス
ピ
ー
ド
と
行
動
力
で
前
進
す

る
」「
難
局
も
旺
盛
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
突
破
し
て
い
く
」
等
、
果
敢
に
挑

戦
す
る
う
え
で
縁
起
の
良
い
年
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

反
面
、「
丙
午
の
出
産
は
控
え
た
方

が
良
い
」
と
い
っ
た
古
い
誤
っ
た
迷
信

か
ら
、出
生
数
が
大
き
く
減
少
し
た
こ

と
も
、
過
去
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
統
計
の

な
か
で
、
私
は
「
日
本
の
新
生
児
出

生
数
が
初
め
て
年
間
70
万
人
を
割
り

込
ん
だ
こ
と
」
並
び
に
「
訪
日
外
国

人
の
数
が
ピ
ー
ク
を
更
新
し
続
伸
し

て
い
る
こ
と
」
の
、
二
つ
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
少
子
化

の
進
行
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
高
ま
り

と
い
う
、
現
代
日
本
が
直
面
す
る
二
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